
せ

ら

知

お
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老
人
医
療
費
助
成
制
度（
県
老
）

　
通
院
・
入
院
時
に
か
か
る
医
療

費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
～
69
歳
の
人

②�

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
寝
た
き

り
状
態
の
人

③�

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
３

５
万
円
以
下
の
人

申
問
保
険
証
を
持
参
し
、
国
保
年

金
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５

７
１
７
）、
各
総
合
事
務
所
、
南・

北
出
張
所

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
へ
の
苦
情・相
談
や
市
民
相
談
、 

消
費
生
活
相
談
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す

　
市
役
所
木
田
第
１

庁
舎
内
の
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
お
い

て
、
電
話
や
来
所
で

各
種
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

近
く
の
各
総
合
事
務
所
内
の
専
用

端
末
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
相
談
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

問
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
事
務
局（
☎

０
２
５
・
５
２
７
・
３
３
３
３
）、

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
８
３
３
）、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２

５
・
１
９
０
５
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

「
病
児・緊
急
対
応
強
化
事
業
」

　
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
令
和
４
年
７
月
１
日

か
ら
事
業
を
拡
充
し
、
提
供
会
員

が
軽
度
の
病
児
・
病
後
児
の
預
か

り
や
送
迎
を
行
う
「
病
児
・
緊
急

対
応
強
化
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

問
上
越
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５・５
２
１・

４
０
１
０
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
７
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９
時
に
、
上
越
地
域

消
防
事
務
組
合
管
内
の
各
消
防
署

に
お
い
て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で

測
定
し
た
値
（
月
間
の
平
均
値
、

最
小
値
、
最
大
値
）
は
、
い
ず
れ

も
通
常
の
値
で
あ
る
毎
時
０
・
０

１
６
～
０
・
１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で
し
た
。

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

軽・中
等
度
難
聴
者
の 

補
聴
器
購
入
費
助
成

　
軽
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

対
身
体
障
害
者
手
帳（
聴
覚
障
害
）�

の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
、両
耳
の�

聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上

の
人　
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す　

費
利
用
者
負
担
額
＝
用
具
の
購
入

に
要
す
る
費
用
ま
た
は
市
が
定
め

る
基
準
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
の

う
ち
、
世
帯
の
所
得
区
分
に
応
じ

て
助
成
し
ま
す　
申
問
福
祉
課（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
６
９
５
）

人
工
内
耳
用
電
池
な
ど
の 

購
入
費
助
成

　
人
工
内
耳
用
電
池
、
人
工
内
耳

用
充
電
池
、
人
工
内
耳
用
充
電
器

の
購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

対
身
体
障
害
者
手
帳（
聴
覚
障
害
）

の
あ
る
人
で
、
人
工
内
耳
を
装
用

し
て
い
る
人　
※
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す　
費
利
用
者
負
担
額
＝
用

具
の
購
入
に
要
す
る
費
用
ま
た
は

市
が
定
め
る
基
準
額
の
い
ず
れ
か

低
い
額
の
１
割
（
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
）

申
問
福
祉
課
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
６
９
５
）

令
和
４
年
度 

「
緑
の
募
金
」の
御
礼
と
報
告

　
４
月
１
日
～
５
月
31
日
ま
で
実

施
し
た「
緑
の
募
金
」は
、
町
内
会

や
小
・
中
学
校
、
関
係
団
体
の
ご

協
力
に
よ
り
、
約
５
５
３
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金
は
、

森
づ
く
り
事
業
や
森
林
整
備
な
ど

の
緑
化
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
農
林
水
産
整
備
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
５
９
）

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
貼
り
紙
、
広
告
板
、
ネ
オ
ン
・

サ
イ
ン
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
、
街

に
に
ぎ
わ
い
や
活
気
を
も
た
ら
す

反
面
、無
秩
序
に
掲
示
さ
れ
る
と
、

街
並
み
や
自
然
の
美
し
さ
を
損
ね

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
管
理
が

お
ろ
そ
か
に
な
る
と
、
広
告
物
落

下
な
ど
で
、
人
々
に
危
害
を
及
ぼ

す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
新
潟
県
で
は
新
潟

県
屋
外
広
告
物
条
例
を
定
め
、
屋

外
広
告
物
に
つ
い
て
必
要
な
ル
ー

ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
を
幹
線
道
路
沿
い

や
市
街
地
な
ど
に
設
置
す
る
場
合
、

大
半
は
許
可
手
続
き
が
必
要
に
な

る
ほ
か
、
設
置
場
所
や
広
告
物
の

種
類
に
応
じ
て
、
位
置
や
面
積
な

ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
設
置
の

際
は
、
あ
ら
か
じ
め
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
上
越
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

（
☎
０
２
５・５
２
６・９
５
０
５
）

ま
た
は
新
潟
県
土
木
部
都
市
局
都

市
政
策
課
（
☎
０
２
５・２
８
０・

５
４
２
６
）

●下水道の役割　
　トイレなどから流れる汚水を下水道管を通して
処理場に運び、きれいな水にしてから川や海に戻す
ことで街を清潔に保っています。汚水の処理過程で
発生するガスによる発電も行っています。
　浸水から街を守ることも大切な役割の１つです。
市では大雨で街が浸水しないよう雨水を排水する
雨水管や排水ポンプの整備を進めてい
ます。また、大雨時の安全な避難など
に役立てていただくために雨水排水路
の水位観測情報を提供しています。
●お願い
　下水道の使用：トイレや排水口に油や髪の毛な
どの固形物を流すと下水道管が詰まる原因になり
ますので適切な使用をお願いします。
　下水道への接続：下水道の整備が終わった場所
にお住まいの皆さんはおおむね１年以内、くみ取
り式トイレをご使用の場合は３年以内に下水道へ
の接続をお願いします。
●下水道センターなどの施設見学や出前講座を随
時受け付けています。

９月10日は「下水道の日」～衛生的な暮らしを守り災害を防ぐ下水道～

 問合せ…生活排水対策課（☎025-520-5793）

詳しくは


